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1986年-1990年に日本で観測された、津波*

地震津波監視課**

1986年から 1990年の聞に日本で観測された津波は，

次の地震による 7回である(震央分布は第l(a図，第 1

(bl図を参照)。

1) 1986年 5月 8日

2) 1986年 11月15日

3) 1989年.10丹29日

4) 1989年 11月 2日

5) 1990年 2月20日

6) 1990年 4月 6日

7) 1990年 9月24日

アリューシャン列島中部

台湾付近

三陸はるか沖

三陸はるか沖

伊豆大島近海

マリアナ諸島付近

東海道はるか沖

乙の期聞には，津波による被害はなかった。やや顕著

.に津波が観測された 4)の三陸はるか沖の地震 (M=

7.1)でも，津波の最大波高は宮古で記録した63cmであ

っfこ。』

以下l乙，、乙れらの津波の観測値なら!びiζ検潮記録の一

部を示す。津波観測値の中で、第 l波および最大波高の値

は「潮汐観測J (第5集 14号ー 18号)に記載されてい

る値を掲載した。
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第 1(a図 日本で津波が観測された地震の震央分布図

(日本付近の地震)
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第l(b図 日本で津波が観測された地震の震央分布図

(遠地地震)

* Tsunamis Observed in J apan from 1986 through 1990 (Received Oct. 29. 1991) 

料 Earthquakeand Tsunami Observation. Division ;当間浩，館畑秀衛編
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158 験震時報第55巻第 1-4号

1) 1986年 5月 8日アリューシャン列島中部 津波予報 北海道のオホーツク海沿岸(1区)と北

海道から九州に至る太平洋沿岸 (2， 4， 

7， 8， 9. 11， 15， 16区)及び沖縄

県の沿岸(18区)に「ツナミチユウイ」

の津波注意報を発表した。

震源要素 (気象庁地震月報 iU.S.G.S.参照JIC:: 

よる)

発震時 5月8日07時 47分 10.2秒(JST)

震央 510 24. 7 I N 1740 49. 8 I W 

深さ 33km 

Ms 7.7 

mb 6.5 

津波は北海道から九州、|に至る太平洋沿岸と父島で観測

され，第 1波は花咲，宮古及び釜石で 12時 23分，最大

波高は御前崎と父島で 28cmで、あった(第 1表，第 2(a)図，

第 2(b)図)。

第 1表 1986年 5月8日の津波観測表

第一波(初動) 最大の高さ(平滑幽線上) 最大波高(忌大全娠幅)

到着 山谷の 押し+ 発現 経過 ~現 経過
検潮所 時刻 定時 出 現 引き一 時刻 時間 高 さ 周期 時実IJ 時刻 波高 周期 ae 事

(a) 時 刻 Jノ、.北c 坦』 (b) b-a (c) c-a 
h 田 h 田 h 111 C1II h 111 h 圃 CIII 1II1n h 田 h 皿 C血 圃10

花咲 12 23 4 36 12 32 +2 22 49 10 26 12 17 20 41 8 18 18 17 

釧路 12 50 5 03 13 15 +11 13 15 25 11 40 13 15 25 17 40 

浦 河 14 17 6 30 14 23 18 33 4 16 10 17 18 33 4 16 17 17 (所属:室蘭開発躍姉)

苫J胤 14 52 7 05 15 03 15 58 1 06 7 57 17 03 2 11 16 53 (所属:室蘭開発磁嫡)

八戸 13 29 5 42 13 36 17 17 3 48 11 22 17 06 3 37 19 22 

宮古 12 23 4 36 12 31 +8 18 32 6 09 14 19 54 7' 31 13 12 

釜石 12 23 4 36 12 30 +3 21 32 9 09 5 17 20 47 8 24 9 14 ー津波監視課て読み取った値

(所属.海上保安庁水路部)
大船渡 12 32 4 45 12 34 +6 22 56 10 24 7 8 22 56 10 24 15 8 

鮎川 12 42 4 55 12 48 +3 15 56 3 14 15 9 22 15 9 33 24 6 

小名浜 12 48 5 01 13 01 +6 17 41 4 53 8 30 14 20 1 32 13 20 

銚子漁港 21 30 4 30 21 30 7 30 初動有司瓜事

布良 13 35 5 48 13 38 +6 21 25 7 50 15 6 21 25 一750 22 6 

岡田 1535 7 48 15 38 +3 23 15 7 40 4 23 15 7 40 9 4 長IJ踊 bて'羽月瞭

同室島 15 06 7 19 15 10 17 37 2 31 11 1737 2 31 21 7 津波m忠良て'読み取った値

副妓動て初動羽月限

(所属:海上保安庁水83部)
三宅島 13 22 5 35 13 26 +2 17 19 3 57 6 17 17 3 55 16 6 津波監視課てす充み取った値

(所属 :i毎上保安庁71<83部)
八重根 13 18 5 31 13 20 +3 21 41 8 23 10 8 21 41 8 23 15 8 津波監視課て'読み取った値

南伊豆 21 52 11 14 17 47 22 17 涼波監視課で読み取った値

j¥¥IJ娠動て常助羽月限

(所属:海上保安庁水路部)
御前崎 14 30 6 43 -5 21 32 7 02 12 15 21 26 6 56 28 15 初動有司月瞭

舞阪 20 44 4 22 19 30 5 12 初動有志月獄

尾鷲 13 44 5 57 13 55 +3 15 10 1 26 10 14 19 15 5 31 16 15 

浦神 14 00 6 13 +3 20 37 6 37 9 1-5 20 37 6 37 16 15 初動和月蹴

E担本 14 04 617 14 19 +4 00 48 10 44 14 14 00 48 10 44 24 14 

室戸岬 15 28 7 41 15 31 2243 7 15 11 22 06 6 38 23 8 

土佐清水 14 57 7 10 17 39 2 42 8 19 2340 8 43 12 初動ヰ3月瞭

日向白浜 17 06 9 19 17 14 +4 22 35 5 29 5 12 22 35 5 29 8 12 

j自 j家 17 07 9 20 17 11 +4 18 33 1 26 7 10 18 33 1.26 16 10 初動有司月瞭

下関 18 05 10 18 ー. 18 12 07 7 3 最大の高さ不明~

父島 13 23 5 36 13 31 -3 16 12 2 49 14 16 16 03 2 40 28 16 

津波の彰響はあるカ明言明=明:室蘭港喧蘭開発嵐長部) .清オ特.白浜，高知

"服動のためや既不明 :網走.糊IJ(網走周期羽生部).稚内.十勝港(帯出現発出良部)

森港(函館開発組員部) ，函館.留萌港暗萌開発組員部)

津波なし :千葉(海上保安庁水路部) .本歌山，大阪.神戸，務体.小松島

飾m(兵庫県) ，高松.宇和島.松山，鹿児島，那覇，石思
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第 2(a図 1986年 5月8日の検潮記録(つづく)
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第 2(a)図 (つづき)
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1986年--1990年に日本で観測された津波

第 2(bl図 各地の最大波高
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162 験震時報第55巻第 1--4号

る)

最大震度 ffi:与那国島

津波予報 沖縄県の沿岸(18区)に「ツナミチュ

ウイ」の津波注意報を発表した。

津波は沖縄県の沿岸で観測され，第 1波は石垣島で

06時 52分，最大波高は平良港(宮古島)で'50cmで、あっ

た(第2表，第 3(a図，第 3(b図)。

2) 1986年 11月J5日 台湾付近

震源要素 (気象庁地震月報 iU.S.G.S.参照」によ

発震時 11月 15日06時20分 04.6秒(JST)

震央 23057.8'N_ 121049.3'E 

深さ 33km 

Ms 7.8 

mb 6.2 

第2表 1986年 11月 15日の津波観測表

第一波(初動) 級大の高さ(平滑幽線上) 量生大波高(掻大金振幅}

到着 山谷の f甲し+ 発現 経過 発現 経過

検湖所 時刻 走時 出 現 引きー 時刻 時間 高さ 周期 時刻 時刻 波高 周期 E己 事

( a ) 時 刻 大きさ ( b ) b-a ( c ) c-a 

b 11 b 11 b 11 CII h 11 h ・CII IIln h 旬 h 11 CII IIln 

石極 06 52 32 06 55 + 4 07 17 25 H 16 07 21 29 28 20 

平良港 07 20 1 00 07 32 +1( 08 15 55 30 51 08 15 55 50 51 〈所属:沖縄総合事務局)

那観 08 02 1 42 08 04 + 4 08 58 56 14 24 08 58 56 19 24 
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第 3(a図 1986年 11月 15日の検潮記録 第3(b図各地の最大波高
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m:盛岡，八戸，宮古，大船渡，酒田

東北地方の太平洋沿岸 (4区)に「ツナ

ミチユウイ」の津波注意報を発表した。

津波は宮古と八戸で観測されi第 1波は宮古で 14時

46分，最大波高は宮古で 11cmで、あった(第3表，第4

(a)図，第 4(b図)。

1986年--1990年に日本で観測された津波

最大震度

津波予報

3) 1989年 10月 29日 三陸はるか沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 10月 29日 14時 25分 37.8秒

震央 39031'N 143045' E 

深さ Okm

M 6.，5 

1989年 10月 29日の津波観測表

第 } 波(初動) 最大の高さ(平滑曲線上) 最大波高(最大全般樋)

到着 山谷の 何し+ 発現 経過 発現 経過

検潮所 時刻 走時 出 現 引きー 時 刻 時間 高さ 周期 時刻j 時刻 波高 周期 ä~ 事
(a) 時刻 大きさ (b) b-a (c) c-a 
h 田 h 圃 h 皿 C皿 h 11 h 11 CIII 血in h m h 111 C皿 mm 

八戸 15 28 1 03 15 30 -7 15 32 4 2 5 15 30 2 B 5 

宮古 14 46 21 14 52 -5 15 22 36 7 13 15 22 36 11 13 

第 3表

1.肪樹のためや宙研司月ゴ械，剣肱室蘭港僅蘭開発建設部).函館，大船渡，鮒II./J、名浜
目立港(茨城県)

:浦河{室蘭開発嵐長部).銚子漁港津波なし

cm 
100--， 
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各地の最大波高第 4(b)図

q
J
 

P
O
 

1989年 10月 29日の検潮記録第 4(a図



164 験震時報第55巻第 1--4号

4) 1989年 11月2日 三陸はるか沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 11月 2日03時 25分 33.5秒

震 央 39
0
51'N 143003' E 

深さ Okm

M 7.1 

最大震度 IV:大船渡，盛岡，八戸，青森

津波予報 東北地方の太平洋沿岸(4区)に「ツナ

ミ」の津波警報

北海道の太平洋沿岸 (2区)，東北地方の

日本海沿岸と陸奥湾(5区)及び茨城県

から千葉県の野島崎までの太平洋沿岸

( 7区)に「ツナミチユウイ」の津波注

意報を発表した。

津波は，北海道から茨城県までの太平洋沿岸で観測さ

れた。第 1波は宮古で 03時 40分最大波高は宮古で63

cmで、あった(第 4表，第 5(a)図，第 5(b)図)。

第 4表 1989年 11月2日の津波観測表

第一波(初動) 最大の高さ{平滑幽線上) ゑ大波高(最大全録幅)

到着 山谷の 押し+ 発 現 経 過 発現 経過

検潮所 時刻 走時 出現 引き一 時刻j 時 間 高さ 周期 時刻 時刻 波高 周期 言E 事

(a) 時刻 大きさ (b) b-a (c) c-a 

h・h • h • CII h • h・CIII 圃10 h・h 圃 C圃 1110 

花 咲 0426 1 01 04 32 +13 04 32 6 13 16 0440 14 20 16 

釧 H 08 50 15 30 0850 22 30 

寸母港 0427 1 02 07 02 2 35 11 津波観測時の通報値(高さはp-pの1/2)

{所属:帯広開発建設部)

鴻河 04 13 48 04 50 37 26 15 0455 42 54 15 地震む事波監視課て宮Eみ取った値

(所属:室蘭開発建設部)

苫"J敬 05 25 2 00 06 12 47 g 津波観測時の通報値{高さはp-pの1/2)

{所属:室蘭開発建設部)

函館 04 53 1 28 05 00 + 5 08 37 3 44 8 26 r 0828 3 35 15 29 

八戸 04 17 S2 I 04 21 +16 04 55 38 29 16 05 02 45 56 25 

宮古 03 40 15 I 03 52 -12 日352 12 53 25 04 18 38 63 25 

大船渡 03 59 34 I 04 01 +2日 06 37 2 38 24 14 06 37 2 38 34 14 

鈷 川 04 18 53 I 04 20 +17 04 26 8 30 8 04 26 8 62 8 

小名浜 04 34 1 09 04 39 + 8 06 54 2 20 14 15 06 S4 2 20 23 15 

目立港 日440 1 15 04 45 +16 0445 5 16 20 05 SO 1 10 30 14 面腹話IP.>ため有司IJO
津波監視課で説み取った値

、 (所属:茨減県)

津波の務部まあるカ洋短期3月:室蘭港{室蘭開発建設部)

津波なし‘ :銚子滋港
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第 5(a図 1989年 11月2日の検潮記録
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166 験震時報第55巻第 1--4号

50cm 

什腕時，胤樋維の高Sの2倍)

第 5(b図 各地の最大波高

5) 1990年

震源要素

発震時

震 央

深さ

2月20日 伊豆大島近海 最大震度 町:大島，東京，横浜，館山，新島，三

宅島，石廊崎

M 

検'濁所

岡田{大島}

(気象庁地震月報による)

2月 20日15時 53分 39.8秒

34042' N 1390 14' E 

6'km 

6.5 

第 5表

津波予報 茨城県から静岡県に至る太平洋沿岸と伊

豆諸島 (7，8区)に「ツナミナシ」の津

波注意報を発表した。

津波は岡田(伊豆大島)で観測されたのみで，第 1波

は 16時 06分，最大波高は 32cmで、あった (第5表，第

6図)。

1990年 2月 20日の津波観測表

第一波(初動) 掻大の高さ〈平滑曲線上) 最大波高〈最大全振幅)

到者 山谷の 押し+ 発現 経過 発現 経過

時刻j 走時 出現 引き一 時刻 時間 高さ 周期 時刻 時刻 波高 周期 E己
一、

事

(a ) 時刻 大きさ (b ) b-a ( c) c-a 

h 11 h ・h ・ C圃 h 11 h 11 CII 1I1n h ・h 圃 CIR lIin 

16 06 13 16 07 -13 16 09 3 16 4 16 13 7 32 4 

副振動のため判読不明:布良、三宅島、南伊豆

津波なし :八丈島〈海上保安庁水路部〉、績須賀
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1986年-1990年比日本で観測された津波 167 

'6) 1990年 4月6日 マリアナ諸島付近

震源要素 (気象庁地震月報 iU.S. G. S.参照」

による)

発震時 4月6日06時 12分 38.7秒 CJST)

震央 150 13.6'N 147031. 7' E 

深さ 32km 

Ms 7.5 

mb 6.5 

15 16 17 18 宮城県から沖縄県に至る太平洋沿岸で津波を観測しTこ。

第 6図 1990年 2月 20日の検潮記録

津波の第 1波は父島で 08時 51分，最大波高は室戸岬で

47 cmであった(第 6表，第 7(a図，第 7(b)図)。

第 6表 1990年 4月6日の津波観測表

第一波(初動} 最大の高さ(平滑幽線上) 最大波高(最大金繰幅)

到着 山谷の 押し+ 発現 経 過 発現 経過

検潮所 時 刻 走時 出現 引き一 時刻 時間 高さ 周期 時刻 時刻 波高 周期 ae 事

(a) 時刻 大きさ (b) b-a (c) c-a 

h 11 h 圃 h 11 C圃 h 11 h 圃 CII 1I1n ， h 11 h 111 cm min 

鮎川 10 17 4 05 10 21 -4 12 03 1 46 21 8 12 00 1 43 39 8 

小名浜 10 16 4 04 10 20 -4 11 02 46 5 9 10 51 35 8 9 

布良 10 31 4 19 ，10 33 -6 11 28 57 15 7 12 07 1 36 32 6 

岡田 10 48 4 36 10 51 -4 11 57 1 09 8 5 11 57 1 09 16 5 

神湾島 10 30 4 18 10 33 +15 1111 41 23 9 1111 41 42 9 地震津波監視課て貌み取った値

(所属:海上保安庁水路部)

三宅島 10 08 3 56 10 10 + 4 12 54 2 46 14 6 12 54 2 46 23 E 地震津波~慰霊て笥み取った値
(所属:海上保安林路部)

八丈島 09 02 2 50 09 06 + 3 10 41 1 39 23 10 41 1 39 33 7 地震津波監視課て宮悦取った値

{所属:海上保安庁水路部)

八重扱 . 1111 15 8 1111 27 8 地震津波監視課て読み取った値

南伊豆 11 22 5 10 11 28 -5 11 59 37 17 5 11 59 37 25 5 地震津波監視課て読み取った値

内浦 11 07 4 55 11 10 -3 12 18 1 11 4 10 16 33 5 26 E 8 {所属 :il!上保釦刊端部)

御前崎 10 42 4 30 10 47 -4 11 21 39 9 14 11 21 39 14 14 

鳥 羽 10 10 3 58 10 12 争 1 12 26 2 16 5 10 12 26 2 16 6 10 

尾 鷲 10 04 3 52 10 08 + 4 10 44 40 8 12 10 44 40 11 12 

浦神 09 57 3 45 10 00 + 5 10 38 41 10 13 10 44 47 18 13 

E担 本 09 48 3 36 10 52 + 8 10 37 49 16 12 10 37 49 28 12 、

白浜 09 59 3 47 . + 1 11 30 1 31 12 8 不明瞭

室戸岬 09 54 3 42 10 58 + 8 10 38 44 24 9 10 38 44 47 9 

高知 10 10 3 58 10 12 + 4 13 16 3 06 8 10 11 13 1 03 11 11 

土街背水 10 06 3 54 10 09 + 6 10 51 45 22 5 10' 46 40 43 4 

i白津 10 06 3 54 10 12 + 8 11 27 1 21 11 20 11 27 1 21 18 20 

那覇 10 ・ 10 42 6 5 10 42 5 不明瞭

父島 ω51 2 39 08 55 -9 09 21 30 22 15 09 21 30 39 15 

海波の影響はあるカ世相周杯明:銚子漁港，舞阪，、初体，葉歌山./J、松島，日向白浜

国服動のため平窃明司月 :枕崎

津波なし :清水港.名古屋，鹿児島，石題
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第 7(a)図 1990年 4月 6日の検潮記録(つづく)
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第 7(a)図 (つづき)
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‘那覇

第 7(bl図各地の最大波高
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1986年-1990年に日本で観測された津波

7) 1990年 9月 24日 東海道はるか沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 9月 24日06時 13分 06.7秒

ー震 央 33006' N 1380 38' E 

深 、さ 60km 

M 6.6 

最大震度 m:八丈島，三宅島，津，四日市，上野

尾鷲，彦根，大阪

171 

津波予報 房総半島西岸から三重県までの太平洋沿

岸と伊豆諸島 (8.9区)と和歌山県から

兵庫県南部までの沿岸 (11区)及び四国

の太平洋沿岸(15)区に「ツナミチユウ

イ」の津波注意報を発表した。

津波は，八重根(八丈島)と岡田(伊豆大島)及び神

津島で観測され，第 1波は八重根で 06時 30分，最大波

高は神津島で27cmであった(第7表，第8(a)図，第8(b)図)。

第 7表 1990年9月24日の津波観測表

第一波(初動〉 短大の高さ〈平滑曲線上〉 最大波高(最大全振幅〉

到着 山谷の 押 し + 発現 経 過 発現 経過

検潮所 時刻J 走時 出現 引きー 時刻 時間 高さ 周期 時 刻 時刻 波高 周期 !e 事

( a ) 時刻 大きさ ( b) b-a (c ) c-a 

h • h 11 h 11 c・ h • h • c・1I1n h 11 h a c・ ain 

岡田(大島} 07 09 56 07 11 +6 07 11 2 6 3 07 24 15 8 3 

八重根{八丈島) 06 30 17 06 32 -8 06 42 12 10 3 06.(2 12 18 3 地震害事波髭視課で読み取った値

神津島 06 (8 35 06 51 -9 06 53 5 15 5 06 53 5 27 5 地震律波監視課で読み取った値

(所属:海上保安庁水路都〉

副振動のため判読不明:布良

海波なし :内浦、清水港、御前崎、舞阪、鳥羽、尾鷲、串本、室戸岬

土佐清水、父島

100;m 
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第 8(a)図 1990年 9月 24日の検潮記録

(最大波高)
o 50cm 

神津島・

× 
震央八重根・

第 8(b図各地の最大波高
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|訂正|

1986----1990年に日本で観測された津波

験振時報第55巻，第1----4号， 157-171頁

地震津波監視課

Correction. of Dra wing “Tsunamis Observed in Japan from 1986 through 1990" Fig.8 (a)， Vo1.55 

(1992)， p171 

CReceived January 8， 1993) 

図訂正:験振時報 第55巻， 171頁の「第 8(a)図 1990年9月24日の検潮記録Jが間違っていました。下図のように

訂正します。
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5 6 7 8 9 10 11 
第 8(a)図 1990年9月24日の検潮記録
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